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昨
年
度
か
ら
具
体
的
に
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
群
馬
同
友
会
に
お
け
る
高

校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
。

今
年
度
は
西
毛
地
域
の
三
校
（
富
岡

高
校
・
吉
井
高
校
・
高
崎
北
高
校
）

よ
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
依
頼
が

あ
り
、
総
勢
で
約
一
〇
〇
名
の
生
徒

を
延
べ
四
十
五
社
の
会
員
企
業
が
受

け
入
れ
ま
し
た
。

　

富
岡
高
校
は
十
一
月
十
〜
十
二

日
、
吉
井
高
校
は
十
一
月
十
七
〜

十
九
日
、
高
崎
北
高
校
は
十
一
月

二
十
五
〜
二
十
七
日
、
い
ず
れ
も
三

日
間
（
企
業
に
よ
っ
て
は
二
日
間
）

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
。
一
般
的
な

就
業
体
験
・
業
務
同
行
は
も
ち
ろ

ん
、
会
社
の
仕
組
み
や
社
会
人
の
基

本
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
経
営
者
や
社
員

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
社
内
会
議
へ

の
参
加
や
取
引
先
と
の
商
談
に
同
席

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で
特
色
の

あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
を

行
い
ま
し
た
。

　

受
入
企
業
か
ら
は
「
ま
ず
は
会
社

の
こ
と
を
学
生
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
い
ず
れ
就
職
活
動
を
す
る
際
に

は
、
地
元
企
業
も
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
考
え
て
ほ
し
い
」「
た
く
さ
ん

の
社
員
が
関
わ
る
こ
と
で
、
組
織
の

活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
。
大
変
な

部
分
も
あ
る
が
今
後
も
継
続
的
に
受

け
入
れ
た
い
」「
若
い
世
代
の
純
粋

な
意
見
や
提
案
が
非
常
に
参
考
に

な
っ
た
。
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
も
学
生
た
ち
と
一
緒
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
」「
学
ぼ
う
と
す
る

意
思
が
は
っ
き
り
し
た
生
徒
た
ち
が

来
て
く
れ
た
の
で
、
受
け
入
れ
る
側

と
し
て
も
や
り
が
い
が
あ
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み

は
、
地
元
で
活
躍
す
る
中
小
企
業
に

対
す
る
正
し
い
認
識
や
魅
力
を
教
育

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
に
広

め
、
地
域
の
未
来
を
担
う
若
者
を
育

て
る
社
会
教
育
の
活
動
で
す
。ま
た
、

受
入
企
業
に
な
る
こ
と
は
、
社
内
体

制
の
整
備
や
人
材
育
成
な
ど
を
通
じ

て
企
業
体
質
の
強
化
に
つ
な
が
り
、

若
者
（
学
生
）
か
ら
選
ば
れ
る
魅
力

あ
る
企
業
へ
と
変
革
す
る
契
機
と
な

り
ま
す
。

　

共
同
求
人
部
会
で
は
、
今
後
も
県

内
高
校
と
の
連
携
を
深
め
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
広
げ

て
い
く
方
針
で
す
。来
年
度
以
降
も
、

ぜ
ひ
多
く
の
会
員
企
業
に
受
入
協
力

を
お
願
い
で
き
る
と
幸
い
で
す
！

延べ45社の会員企業が受入

高校生インターンシップ



同 友 ぐ ん ま 2020年 12月号（2）第466号

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

糖度10のトマト「SWEET10」が好評です

　

十
月
二
十
六
日
（
月
）、
同
友
会

事
務
所
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併
用
）
を
会
場

に
「
青
年
部
会
十
月
例
会
」
を
開

催
。「
脱
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
〜
経
営
者

の
仕
事
と
は
？
〜
」
を
テ
ー
マ
に
㈱

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
代
表
取
締
役
・
町

田
英
之
氏
（
前
橋
支
部
）
が
自
身
の

経
営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。
今
回

は
延
期
に
な
っ
て
い
た
三
月
例
会
の

企
画
。

　

入
社
か
ら
現
在
に
至
る
プ
レ
イ

ヤ
ー
割
合
の
変
遷
を
説
明
の
後
、
何

の
た
め
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
脱
却
な
の

か
？
経
営
者
の
仕
事
と
は
何
か
？
に

つ
い
て
持
論
を
展
開
し
た
町
田
氏
。

脱
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
実
現
を
妨
げ
る

理
由
の
一
つ
〝
自
分
し
か
、
そ
の
仕

事
が
で
き
な
い
〟
に
つ
い
て
は
「
そ

れ
は
経
営
者
の
錯
覚
で
あ
り
、
教
え

て
い
な
い
だ
け
。
あ
な
た
が
で
き
る

こ
と
は
他
の
人
で
も
で
き
る
」
と
厳

し
く
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
脱
・

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
実
現
に
不
可
欠
な
社

員
教
育
や
企
業
文
化
の
醸
成
に
つ
い

て
、
自
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
経
営
者
の
仕
事

と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討

論
を
実
施
。「
視
点
を
五
年
後
、
十

年
後
の
未
来
に
置
い
て
考
え
る
」「
社

員
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
」「
コ
ロ
ナ
禍
は
今
ま
で
の
経

営
者
の
仕
事
が
試
さ
れ
て
い
る
」
な

ど
、
各
グ
ル
ー
プ
で
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

脱・プレイヤー

青年部会10月例会

良
い
会
社
づ
く
り
へ
の
道
標
に

富
岡
安
中
支
部
10
月
例
会

　

十
月
二
十
三
日
（
金
）
の
富
岡
安

中
支
部
例
会
は
、「
良
い
会
社
づ
く

り
へ
の
道
標
、
経
営
労
働
部
会
か
ら

の
提
言
！
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
は
、
経
営
労
働
部
会
長

の
戸
塚
氏
（
ア
イ
テ
ク
シ
ス
テ
ム
社

長
）、
副
部
会
長
の
小
板
橋
氏
（
小

板
橋
産
業
社
長
）、
県
の
働
き
方
改

革
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
る
渋
川
吾

妻
支
部
の
金
井
氏
（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
所
長
）
の

三
名
が
、
そ
し
て
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
部

会
中
心
メ
ン
バ
ー
の
鈴
木

氏
（
ｓ
ｋ
ｙ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代

表
）
が
つ
と
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
経
営
指
針

部
会
か
ら
「
経
営
労
働
部

会
」
へ
と
改
称
し
た
よ
う

に
、
経
営
指
針
づ
く
り
と

働
く
環
境
づ
く
り
を
表
裏

一
体
と
し
て
す
す
め
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
問
い
か

け
な
が
ら
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
経
営

指
針
を
つ
く
る
会
へ
参
加

し
た
経
緯
や
学
び
、
そ
の

後
の
変
化
、
そ
し
て
就
業
規
則
の
見

直
し
や
三
六
協
定
等
々
、
多
岐
に
渡

り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
だ
け
で
な
く
参
加
者
に

も
発
言
を
求
め
な
が
ら
会
場
が
一
体

と
な
っ
て
の
進
行
は
と
て
も
好
評

で
、
参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
て
学
び
の
多
い
例
会
だ
っ

た
」「
就
業
規
則
に
つ
い
て
意
外
に

知
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
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バ
ー
チ
ャ
ル（
風
）会
社
訪
問

人
が
育
つ
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
カ
ギ

今
が
チ
ャ
ン
ス
！

前
橋
支
部
10
月
例
会

高
崎
支
部
10
月
例
会

渋
川
吾
妻
支
部
10
月
例
会

　

前
橋
支
部
で
は
十
月
二
十
一
日

（
水
）、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
上

に
て
支
部
例
会
を
開
催
。「
バ
ー
チ
ャ

ル（
風
）会
社
訪
問
」と
題
し
て
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
サ
イ
ン

企
画
制
作
を
行
う
㈱
ア
ル
フ
ァ
ー
企

画
、
取
締
役
・
神
谷
幸
広
氏
（
前
橋

支
部
）が
、会
社
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

通
常
の
例
会
開
始
時
刻
で
は
、
業

務
終
了
後
と
な
っ
て
し
ま
い
実
際
に

社
員
さ
ん
が
働
く
様
子
な
ど
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
い
中
、
事
前
に
会
社

へ
訪
問
し
、
営
業
時
間
内
の
社
内
の

様
子
や
社
員
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
を
撮
影
。
そ
の
動
画
を
画
面
共

有
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
機
能
）
す
る
事
で

会
社
訪
問
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、神
谷
氏
の
会
社
紹
介
で
は
、

同
社
の
沿
革
か
ら
経
営
理
念
、
業
績

の
推
移
、
過
去
の
実
績
、
今
後
の
展

望
な
ど
を
短
い
時
間
で
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
見
や
す
い
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
資
料
や
過
去
の
実
績
も
相

ま
っ
て
、
見
せ
て
伝
え
る
プ
ロ
の
仕

事
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

妻
支
部
例
会
は
、「
今
が
チ
ャ
ン
ス
！

〜
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
、
事
業
展
開
と

は
!?
」と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
㈱
シ
ェ
リ
ー
の
清
塚
社

長
が
問
題
提
起
。
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ

ズ
の
製
造
販
売
を
主
力
と
し
て
い
た

同
社
は
コ
ロ
ナ
禍
で
受
注
が
激
減
。

新
た
に
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
製
造

販
売
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
な
ど

を
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
参
加
者
全
員
が
一
つ
の

　

十
月
二
十
六
日
（
月
）
の
渋
川
吾

輪
と
な
り
全
体
会
。
一
人
ひ
と
り
が

そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
や
事
業
展
開
に
つ

い
て
率
直
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

少
人
数
の
支
部
な
ら
で
は
の
例
会

形
式
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
は
想
定
よ
り
も
参
加
人
数
が
多

く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
定
員
の
半
数
と

な
っ
て
い
る
会
場
は
満
席
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
へ
実
際
に
転
換
し
た
話
は
率
直

に
参
考
に
な
っ
た
」「
や
っ
た
人
に
し

か
わ
か
ら
な
い
ネ
ッ
ト
販
売
の
体
験

は
興
味
深
か
っ
た
」「
今
後
を
考
え

る
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
一
日
（
水
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併
用
）
を
会
場

に
「
高
崎
支
部
十
月
例
会
」
を
開
催
。

企
業
向
け
の
組
織
開
発
・
人
材
育
成

研
修
な
ど
を
手
掛
け
る
㈱
プ
ロ
タ
ゴ

ワ
ー
ク
ス
、
取
締
役
・
野
尻
浩
美
氏

（
高
崎
支
部
）が
報
告
者
を
務
め
、「
人

が
育
つ
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
カ
ギ

〜
組
織
を
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
さ
せ
る
組
織
開

発
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
専
門
家
の
視

点
で
組
織
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
を
語
り

ま
し
た
。

　

自
身
の
社
員
時
代
の
失
敗
談
、
前

月
例
会
（
町
田
氏
報
告
）

の
分
析
、
現
在
関
わ
っ
て

い
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
事

例
か
ら
「
自
分
に
と
っ
て

良
か
っ
た
方
法
が
相
手
に

と
っ
て
の
良
い
方
法
と
は

限
ら
な
い
」「
自
己
評
価

と
他
者
評
価
の
ズ
レ
を
解

消
す
る
見
え
る
化
と
ガ
チ

面
接
」「
教
育
し
て
も
ら
っ

て
な
い
人
に
他
の
人
を
教

育
し
て
も
ら
う
」
な
ど
、

人
が
育
つ
環
境
を
つ
く
る

た
め
の
カ
ギ
を
紹
介
。
カ

ギ
⑤
「
社
員
の
自
主
的
な

未
来
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
「
他
者
か
ら
ど
れ
だ
け
促
さ
れ
て

も
、
納
得
感
が
な
い
と
当
事
者
（
社

員
）
は
動
か
な
い
。
自
主
的
な
発
言

と
行
動
を
当
事
者
か
ら
引
き
出
す
こ

と
が
重
要
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
自
社

の
取
り
組
み
を
客
観
的
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
」「
社
長
目
線
と
社
員

目
線
の
教
育
の
違
い
に
気
づ
か
さ
れ

た
」「
社
員
が
自
主
的
に
学
び
、
行

動
で
き
る
職
場
環
境
を
め
ざ
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
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太
田
支
部
で
は
、
十
月
二
十
二
日

（
木
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
、「
県
議
か
ら

見
る
コ
ロ
ナ
禍
の
今
後
の
対
応
」
と

題
し
て
、
群
馬
県
議
会
議
員
・
あ
べ

と
も
よ
氏
（
太
田
支
部
）
が
、
収
束

の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
私
見
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

発
生
か
ら
県
内
罹
患
者
数
の
推
移

と
、
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
の
対
策
を

時
系
列
に
振
り
返
る
事
で
、
改
め
て

人
の
往
来
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
を
グ

ラ
フ
か
ら
読
み
と
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
県
内
の
対
応
と
し
て
、

教
育
・
医
療
体
制
・
産
業
経
済
対
策
・

外
国
人
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
具
体
的
な
取
り
組

み
と
関
連
す
る
情
報
の
掲
載
ペ
ー
ジ

（
群
馬
県
Ｈ
Ｐ
）
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
感
染
（
濃
厚
接
触
含
む
）
が
発

覚
し
た
際
、
い
じ
め
に
繋
が
る
の
で

は
？
」
と
の
質
問
に
は
、「
ど
う
対

応
す
べ
き
な
の
か
を
、
子
ど
も
と
一

緒
に
考
え
る
機
会
に
し
て
欲
し
い
」

と
答
え
、
そ
の
他
の
対
策
に
つ
い
て

も
「
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
や
り
方
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
新
し
い

方
法
を
模
索
す
る
〝
チ
ャ
ン
ス
〟
と

捉
え
て
欲
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

コロナ禍の今後の対応

太田支部10月例会

２
時
間
で
学
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

伊
勢
崎
支
部
10
月
例
会

　

十
月
二
十
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
十

月
例
会
」
を
開
催
。「
二
時
間
で
学

ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
〜
体
験
型
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
楽

し
み
な
が
ら
本
質
を
理
解
す
る
〜
」

を
テ
ー
マ
に
学
び
合
い
ま
し
た
。
講

師
を
務
め
た
の
は
㈱
ミ
ツ
バ
環
境
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
神
部
安
希
子
氏
。

　

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
２
０
３
０
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
十
七
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
現
在
か
ら

二
〇
三
〇
年
ま
で
の
道
の
り
を
体
験

す
る
ゲ
ー
ム
。
二
人
一
組
の
各
チ
ー

ム
が
与
え
ら
れ
た
お
金
と
時
間
を

使
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
行

い
、
最
終
的
に
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る

も
の
。
但
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

を
実
行
す
る
と
、
世
界
の
経
済
・
環

境
・
社
会
の
状
況
メ
ー
タ
ー
が
変
動

し
ま
す
。

　

今
回
の
支
部
例
会
で
は
、
ス
タ
ー

ト
直
後
か
ら
各
チ
ー
ム
が
自
分
達
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
優
先
し
て
我

先
に
と
ゴ
ー
ル
を
目
指
す

あ
ま
り
、
前
半
は
経
済
ば

か
り
が
伸
び
て
環
境
・
社

会
は
瀕
死
の
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
後
半

か
ら
は
各
チ
ー
ム
が
世
界

の
状
況
メ
ー
タ
ー
を
強
く

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、

既
に
ゴ
ー
ル
を
達
成
し
た

チ
ー
ム
が
他
チ
ー
ム
に
協

力
す
る
な
ど
し
た
結
果
、

環
境
・
社
会
の
メ
ー
タ
ー

も
一
定
水
準
ま
で
伸
び
、

さ
ら
に
全
チ
ー
ム
が
無
事

に
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
後
の
振
り
返
り

で
神
部
氏
は
「
ゲ
ー
ム
を
通
し
て

〝
世
界
は
繋
が
っ
て
い
る
〟
こ
と
が

実
感
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が

起
点
に
な
っ
て
今
日
の
世
界
が
創
り

出
さ
れ
て
い
る
」
と
語
り
、
身
近
な

食
品
の
選
択
一
つ
で
地
球
温
暖
化
に

繋
が
っ
て
い
る
事
例
や
個
人
で
社
会

に
対
し
て
出
来
る
こ
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
貢
献
す
る
企
業
の
社
会
的
責
任
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
環
境

や
社
会
の
大
切
さ
、
皆
で
協
力
す
る

大
切
さ
を
学
ん
だ
」「
自
分
の
価
値

観
だ
け
で
進
む
と
社
会
全
体
が
見
え

な
く
な
る
と
実
感
」「
何
を
す
る
に

も
お
金
と
時
間
は
必
要
と
再
認
識
し

た
」「
中
小
企
業
こ
そ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
」
な
ど
の
感
想

や
意
見
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。



同 友 ぐ ん ま（5）2020年 12月号 第466号

女
性
の
起
業
と
利
他
の
心

沼
田
支
部
10
月
例
会

　

沼
田
支
部
で
は
、
十
月
二
十
七
日

（
火
）、
司
鮨
（
山
田
国
大
氏
）
を
会

場
に
支
部
例
会
を
開
催
。
高
崎
市
に

て
ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
サ
ロ
ン
・
ス

ク
ー
ル
を
経
営
す
る
㈱
リ
タ
ア
イ

ズ
、代
表
取
締
役
・
澤
浦
京
子
氏
（
沼

田
支
部
）
が
「
女
性
の
起
業
と
利
他

の
心
」
と
題
し
て
経
営
体
験
を
報
告

し
ま
し
た
。
ま
た
、
沼
田
支
部
と
し

て
は
初
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
併
用
し
、
女

性
部
会
（
仮
）
準
備
会
に
も
声
を
か

け
、
遠
方
か
ら
の
参
加
も
受
け
付
け

ま
し
た
。

　

澤
浦
氏
の
報
告
は
、
稲
盛
和
夫
氏

の
「
経
営
十
二
ヵ
条
」
の
項
目
を
自

身
の
起
業
か
ら
現
在
、
こ
れ
か
ら
の

展
望
に
合
わ
せ
て
順
番
を
入
れ
替

え
、
そ
の
時
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
リ

ン
ク
さ
せ
て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
婦
か
ら
個
人
事
業
主
、
さ
ら
に

会
社
を
設
立
し
経
営
者
に
な
る
ま
で

の
道
の
り
は
想
像
以
上
に
厳
し
い
も

の
で
し
た
。
法
改
正
に
よ
り
、
ま
つ

げ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
施
術
に
美
容

師
免
許
が
必
須
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
免
許
取
得
の
た
め
に
通
い
や
す

い
通
信
制
で
は
な
く
、
合
格
率
の
高

さ
か
ら
全
日
制
の
専
門
学
校
を
選

び
、
自
身
の
子
ど
も
と
同
年
代
の
生

徒
と
机
を
並
べ
技
術
を
習
得
す
る
な

ど
、
選
択
一
つ
ひ
と
つ
か
ら
事

業
に
か
け
る
覚
悟
が
伝
わ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
お
客
様
が
満
足
す

る
価
格
と
経
営
維
持
・
拡
大
に

必
要
な
価
格
は
極
一
点
。
そ
の

適
正
価
格
を
見
極
め
る
の
が
社

長
の
仕
事
で
あ
る
」
と
し
て
、

売
上
最
大
・
経
費
最
小
へ
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

は
、「
サ
ロ
ン
の
お
客
様
累
計

一
〇
〇
〇
名
、
ス
ク
ー
ル
の
生

徒
は
累
計
二
〇
名
」
と
具
体
的

な
数
字
で
表
し
、
サ
ロ
ン
で
は
、
お

客
様
に
自
信
・
感
動
・
笑
顔
を
提
供

し
、
ス
ク
ー
ル
で
は
女
性
の
経
済
的

自
立
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
語
り

ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
自
社
の
事
業
の
意
義

と
そ
れ
に
対
す
る
覚
悟
は
で
き
て
い

る
か
」
と
の
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
討

論
を
行
い
、
参
加
者
が
自
社
の
事
業

を
客
観
的
に
見
つ
め
直
し
、
覚
悟
を

決
め
て
自
身
を
奮
い
立
た
せ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
何
か

行
動
し
た
く
な
る
よ
う
な
報
告
だ
っ

た
」「
強
い
意
志
と
覚
悟
が
あ
れ
ば

ど
ん
な
逆
境
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
」

「
報
告
に
対
す
る
準
備
や
姿
勢
が
素

晴
ら
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
綴
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

起
業
直
後
の
倒
産
危
機
を
乗
り
越
え
て

桐
生
支
部
10
月
例
会

　

十
月
二
十
三
日
（
金
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併

用
）
を
会
場
に
「
桐
生
支
部
十
月
例

会
」
を
開
催
。
訪
問
看
護
・
通
所
介

護
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
合
同
会

社
ピ
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
代
表
社

員
・
小
川
浩
司
氏
（
桐
生
支
部
）
が

報
告
者
を
務
め
、「
次
世
代
に
残
せ

る
企
業
を
め
ざ
す
〜
起
業
直
後
の
倒

産
危
機
を
乗
り
越
え
て
〜
」
を
テ
ー

マ
に
自
身
の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し

た
。

　

銀
行
の
融
資
反
故
、
共
同
経
営
者

の
離
脱
、
友
好
的
買
収
の

裏
側
、
空
き
巣
被
害
、
広

告
詐
欺
被
害
な
ど
、
数
々

の
不
運
や
失
敗
で
起
業

直
後
の
倒
産
危
機
に
直
面

し
た
小
川
氏
。「
や
れ
る

だ
け
や
っ
て
か
ら
で
も
遅

く
な
い
」
と
自
分
自
身
を

鼓
舞
し
て
、
付
加
価
値
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

優
秀
な
人
材
の
ス
カ
ウ
ト

な
ど
で
他
社
と
の
差
別
化

に
取
り
組
み
、
通
所
介
護

事
業
を
立
て
直
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
報
告
の
最
後

に
は
、
各
事
業
の
売
上
比
率
見
直

し
や
複
合
型
新
施
設
の
建
設
な
ど
、

二
〇
年
後
を
見
据
え
た
事
業
構
想
も

披
露
し
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
次
世
代
に
残
せ
る
企

業
が
す
べ
き
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
大
手
が
真

似
で
き
な
い
ニ
ッ
チ
市
場
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
」「
時
代
の
変
化
を
的
確
に

捉
え
、
顧
客
か
ら
選
ば
れ
る
企
業
づ

く
り
」「
ト
ッ
プ
が
意
志
を
持
っ
て

事
業
を
創
造
し
て
い
く
」
な
ど
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

㈱つかさ（司鮨）
執行役員  山田 国大 氏（沼田支部所属）

新鮮素材を活かした
　　持ち帰り料理を提供

▼
店
舗
紹
介

　

当
店
は
、
沼
田
市
内
に
て
五
〇
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
鮨
屋
で
す
。
海

な
し
県
の
群
馬
で
、
新
鮮
な
海
の
幸

を
提
供
し
続
け
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

支
え
ら
れ
て
今
に
至
り
ま
す
。
店
舗

で
の
食
事
提
供
は
も
ち
ろ
ん
各
種
法

要
料
理
、大
小
宴
会
も
承
っ
て
お
り
、

店
舗
二
階
と
別
棟
の
宴
会
場
が
あ
り

ま
す
の
で
大
型
の
宴
会
ま
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
沼
田
支
部
例
会
の
会
場

と
し
て
も
お
使
い
い
た
だ
け
る
広
さ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
自
己
紹
介

　

私
は
二
〇
一
九
年
、
今
か
ら
ち
ょ

Q 

&

      

A

め
ま
し
た
。

▼
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　

法
要
料
理
も
お
弁
当
に
切
り

替
わ
り
、
少
し
ず
つ
注
文
も
戻

り
始
め
ま
し
た
。
来
店
客
も
同

様
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

以
前
の
六
割
程
度
で
す
。

　

お
持
ち
帰
り
で
も
、
お
召
し

上
が
り
で
も
、
お
客
様
が
安
心

し
て
食
事
が
楽
し
め
る
お
店
づ

く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
保
て

る
店
舗
づ
く
り
や
、
配
達
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
に
新
た
な
付
加
価
値
が
必
要
な

事
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
五
年
後
・
一
〇
年
後
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て
、
利
根
沼
田

地
域
の
高
齢
化
に
も
注
目
し
て
い
ま

す
。
店
舗
に
来
て
い
た
だ

く
事
に
加
え
て「
届
け
る
」

と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
取
り

入
れ
て
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
こ
れ
ま
で
同
様
、
も
し

く
は
そ
れ
以
上
に
必
要
と

さ
れ
る
鮨
屋
と
し
て
、
安

心
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
で

「
お
い
し
い
笑
顔
」
を
お

届
け
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

う
ど
一
年
程
前
に
入
社
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
建
設
業
に
身
を
置
い
て
い

た
の
で
全
く
の
異
業
種
へ
の
転
身
で

す
。
い
ま
だ
に
戸
惑
い
の
連
続
で
す

が
、
新
し
い
知
識
に
触
れ
た
り
、
職

人
と
し
て
の
技
術
習
得
な
ど
厳
し
い

中
で
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、最
近
の
趣
味
は
筋
ト
レ
で
、

大
胸
筋
を
鍛
え
る
事
に
没
頭
し
て
い

ま
す
。お
店
の
ま
な
板
の
様
に
厚
く
、

固
い
胸
板
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

▼
イ
チ
オ
シ
Ｐ
Ｒ

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
、
お
持
ち

帰
り
の
お
弁
当
・
料
理
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
お
鮨
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

四
季
折
々
の
食
材
を
活
か
し
た「
花
・

鳥
・
風
・
月
」
の
四
種
類
の
お
弁
当

と
幕
の
内
を
用
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

旬
の
食
材
を
使
用
し
て
品
数
を
揃

え
、
色
々
な
味
を
楽
し
め
る
よ
う
考

え
て
提
供
し
て

い
ま
す
。ま
た
、

地
元
商
工
会
の

企
画
に
参
加
す

る
な
ど
、
新
た

な
ラ
ン
チ
客
の

掘
り
起
こ
し
を

積
極
的
に
行
っ

た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
、

オ
ス
ス
メ
食
材

の
入
荷
情
報
や
調
理
風
景
を
ア
ッ
プ

し
た
り
と
、
広
報
活
動
も
新
た
な
媒

体
を
取
り
入
れ
な
が
ら
模
索
し
て
い

ま
す
。

▼
取
り
組
ん
だ
経
緯
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
に
直
撃
し
た
の

は
ご
存
じ
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
当

店
も
、
三
月
四
月
の
歓
送
迎
会
シ
ー

ズ
ン
に
始
ま
り
、
外
出
自
粛
な
ど
の

政
府
の
対
策
も
相
ま
っ
て
宴
会
は
こ

と
ご
と
く
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
り
ま
し

た
。
法
事
な
ど
の
集
ま
る
機
会
が
激

減
し
法
要
料
理
も
入
ら
な
い
状
況
で

し
た
。
売
上
で
約
八
割
減
ま
で
落
ち

込
ん
で
し
ま
い
、
そ
ん
な
状
況
で
も

で
き
る
事
と
し
て
「
配
達
・
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
」
に
力
を
入
れ
て
Ｐ
Ｒ
を
始

所在地／沼田市東原新町１５４４−２
連絡先／ＴＥＬ０２７８−２３−５３６５
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同友会のホームページで
会員検索できます。 あるスーパー「サンモール」（㈱サンモール、取締

役常務・藤野晃嗣氏／沼田支部所属）計４店舗で、
同校生物生産科生物資源コースの生徒が育てた和牛
の肉を販売した。
　新型コロナウイルスの影響で、生徒は売り場に立
たず、商品のみが置かれた。沼田市の桜町店では、
生徒が作成した販促用のポップを掲示、開店直後か
ら牛肉を目当てに訪れる客で盛況だった。
　同校は昨年度から、生徒が育てた和牛の出荷後や
流通の仕組みを知ってもらう取り組みを行ってい
る。牛肉の販売は、食肉販売の関東日本フード群馬
営業部、サンモールと協力し、昨年に続き２回目。
� ［11 ／６付上毛］

【沼田で移動スーパー】
� ㈱サンモール
　高齢者ら買い物難民を支援するため、利根沼田地
域でスーパーマーケットを展開する㈱サンモール

（取締役常務・藤野晃嗣氏／沼田支部所属）は 25 日、
移動スーパー事業を始める。日用品や生鮮品を積ん
だトラックで高齢者宅を訪問する。買い物支援に加
え、密になりやすいスーパーへの来店を抑えること
で新型コロナウイルスの感染防止にもつなげる。
　桜町店から半径５㌔を範囲とし、月曜〜金曜の５
日間、計３ルートで巡回する。現状で 160 軒への訪
問を想定している。商品は肉や野菜、果物、刺し身
やすし、総菜、パン、菓子といった食料品、トイレッ
トペーパーやティッシュなどの日用品を含む計 400
種 1200 点をそろえる。
　買い物が難しい高齢者が市街地でも増えていると
して、同社は移動販売事業を手掛ける「とくし丸」（徳
島県）と連携し、移動スーパーの導入を決めた。今
後、山間部への巡回も検討する。
　25 日には沼田市と見守り協定を締結する。販売
で個人宅を訪れた際、異変があれば市などに連絡す
る。サンモールの担当者は「買い物支援と見守りを
通して、高齢者が安心して暮らせる街づくりに貢献
したい」としている。
� ［11 ／ 20 付上毛］

【会員登録変更】
　BeautySalon�Clara、代表・渡辺真由美氏（太田
支部所属）は、この度、下記の通り会員登録を変更
しました。
Nicolulu
代表・渡辺真由美
〒 379-2301　太田市薮塚町 2126-7
TEL：0277-47-6805

【本県最高層のカフェ】
� ㈱大和屋
　県庁 32 階に 10 月 28 日に開業するカフェ「ヤマ
トヤコーヒー 32」の報道機関向け内覧会が 26 日、
同所で開かれ、落ち着いた雰囲気の店やオリジナル
コーヒーがお披露目された。
　香りや酸味のバランスが取れた「アカギブレン
ド」（470 円）や、香り高い「ハルナブレンド」（550
円）など独自のブレンドコーヒーのほか、県産牛乳
を使ったカフェラテなどを披露。県産のハムやレタ
スを使ったバスケットサンドやパフェも紹介した。
　同店は、県が起業や新ビジネス創出の拠点として
整備を進める「イノベーション・ハブ」の南側に開
業。午後５時以降はコーヒーを使ったカクテルなど
アルコール類も販売する。
　運営を受託したコーヒー製造販売の㈱大和屋（取
締役会長・平湯正信氏／高崎支部所属）の桜井峻さ
んは「県民が自慢できるカフェにしたい」と意気込
んだ。営業時間は午前９時〜午後９時。閉庁日を除
き年中無休。
� ［10 ／ 27 付上毛］

【地元企業招きワークショップ】
� 共愛学園前橋国際大学
� ㈱ペリテック
　共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋
支部所属）は２日、前橋市の同大で地元企業を招い
てのワークショップを開いた。２年生35人がグルー
プワークを通じ、計測・試験機器製造の㈱ペリテッ
ク（代表取締役・井澤年宏氏／高崎支部所属）が展
開する女性プログラミング教室開業支援の課題に
ついて話し合った。
　同社の奥原暁子さんが労働人口が不足すること
や女性が出産育児を機に退職している現状、先端
IT 人材育成の必要性などを説明。学生は同社の開
業支援でオーナーとなる子育て世代の母親や生徒
をどうすれば集められるか、互いに意見を出し合っ
た。
　同校の授業「キャリア・プランニングⅢ」として
開かれ、同社を含め計３社が講師として課題を出題
する。
� ［11 ／３付上毛］

【生徒飼育の和牛を販売】
� ㈱サンモール
　利根実業高校（沼田市）は、同市とみなかみ町に

同友会のホームページで
会員検索できます。

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

〒379-2123
前橋市山王町1－19－14
TEL 027-212-3312
FAX 027-266-8288
http://www.s-t-b.jp

産業廃棄物収集運搬
産業廃棄物リサイクルの提案
一般貨物自動車運送
塗装プラント清掃

株式会社 エスティビー
限りある資源を、次世代へ

Stability Topline Business Co.,Ltd.
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と
め
、山
岸
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
七
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

共
同
求
人
部
会
よ
り
、
十
二
月
か

ら
三
回
に
渡
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

さ
れ
る「
社
会
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
案
内
と
、
そ
の
開
催
意
義
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
会
よ
り
、
高
崎
支
部
と
の

合
同
例
会
「
跡
取
り
物
語
シ
リ
ー
ズ

十
六
弾
」
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
事
務
局
長
よ
り
支
部
還
元
金
（
下

半
期
）
の
支
払
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
同
友
会
も
後
援
し
て
い
る
群
馬
イ

日
時　

十
一
月
十
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
ウ
ェ
ブ

を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
田

村
、
提
箸
、
町
田
、
常
任
理
事
／
戸

塚
、
吉
池
、
布
施
、
海
老
沼
、
小
林
、

星
野
、
佐
藤
、
理
事
／
小
林
、
杉
﨑
、

古
澤
、
高
屋
敷
、
渡
辺
、
金
井
、
関

口
、
浅
井
、
事
務
局
／
黒
岩
、
阿
久

澤
、
竹
内
（
役
員
計
二
十
名
）

【
議　

事
】

　

小
林
伊
勢
崎
支
部
長
が
議
長
を
つ

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

第7回

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

11 月度常任理事会承認

〒370-0074　高崎市下小鳥町300-1　吉田ビル102

　今年の７月に税理士として、独立開業しま
した。「ご縁あるすべての方を幸せに」をモッ
トーに、税務会計だけでなく、経営相談にも
力を入れております。財務分析による「事実」
から経営改善の糸口を提供します。

ＴＥＬ：027−395−0303
ＦＡＸ：027−395−0370

経営相談・経営支援、税務会計業務、経理代行業務

【紹介者／事務局】
ゴルフ

高
崎
支
部

HORi会計

代　表
堀　口　祐　介

S55年生

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
の
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
今
年
、
澤
浦
代
表
と

ダ
イ
コ
ー
の
齋
藤
社
長
（
太
田
支
部
）

が
登
壇
す
る
旨
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
新
年
度
の
理
事
選
候
補
者
推
薦

依
頼
（
再
）
と
、
総
務
会
か
ら
の
提

案
に
つ
い
て

　

あ
ら
た
め
て
新
年
度
の
理
事
候
補

者
推
薦
依
頼
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
新
年
度
の
体
制
に
つ
い
て
総
務

会
か
ら
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認

し
ま
し
た
。

２
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
二

名
、
退
会
者
四
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
三
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

重
点
方
針
の
ひ
と
つ
「
支
部
・
部

会
・
委
員
会
の
活
動
を
理
解
し
、
交

流
と
連
携
を
す
す
め
る
」
た
め
に
、

今
回
は
「
経
営
労
働
部
会
」
に
つ
い

て
、
戸
塚
部
会
長
か
ら
活
動
趣
旨
説

明
を
受
け
て
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

２
．
第
八
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
十
二
月
一
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

〒370-2304　富岡市後賀251

　当社は切削、旋削加工を主に油圧機器、自
動車のステアリング部分等の生産を手掛けて
おります。独自の技術でお客様のコスト請求を
満たしつつ社員一同付加価値の高い製品の提
供をする為に日々努力しています。右も左も分
からない自分ですが会員の皆様と交流させて
頂き、経営の事悩み事等アドバイス頂ければ
と思っています。どうぞよろしくお願いします。

ＴＥＬ：0274−63−1036
ＦＡＸ：0274−63−2050

金属加工

【紹介者／高沼和成】
アンティーク着物集め

富
岡
安
中
支
部

原田工業㈱

取締役
西　潟　伸　子

S46年生


